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要旨：クビアカツヤカミキリの卵を，15℃～40℃まで 5℃間隔に設定した恒温器で保護して孵化率と卵期間を調べた。

孵化は，15℃～40℃のすべての温度条件で見られた。しかし，孵化率は 15℃と 40℃では 20℃～35℃のそれに比べて

有意に低かった。平均卵期間は，温度の上昇につれて 35℃までは短くなったが，40℃では 35℃より長くなり高温障

害が認められた。温度と卵期間との関係から，発育零点 12.2℃，有効積算温度 144.5 日度が求められた。これらのこ

とから，クビアカツヤカミキリの卵は，発育零点はマツノマダラカミキリやツヤハダゴマダラカミキリと同等である

が，高温に高い耐性をもつことが明らかになった。 
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Ⅰ はじめに 

クビアカツヤカミキリ（以下，クビアカ）は，日本で

はサクラ類，モモ，ウメなどのバラ科樹木を加害する外

来種である（5）。原産である中国大陸では，モンゴルか

らベトナムといった亜寒帯から亜熱帯までの広い温度条

件下で発育している（5）。そこで，本種の卵の発育に与

える温度の影響を調べ，他のカミキリムシ類と比較した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

群馬県館林市および邑楽町で，2019 年 6～7 月にクビ

アカ成虫を採集した。直ちに森林総合研究所（茨城県つ

くば市）に持ち帰り，北島（7）と同様な方法で，28℃15

時間明 9 時間暗条件下で成虫の飼育と採卵を行った。採

卵場所に JK ワイパーとソメイヨシノの枝片を用いたた

め，JK ワイパー上の卵は JK ワイパーを切り取り，枝に

産下された卵は筆で採集した。プラスチックシャーレ（直

径 55mm）に入れた蒸留水で湿らせたろ紙の上に，卵が

付着した JK ワイパーあるいは卵を直接置いた。これら

のシャーレを，15℃～40℃の 5℃ごとに調節した恒温器

（15 時間明 9 時間暗）に入れ，孵化を毎日観察した。 

孵化率の温度条件間の比較を、χ２検定を用いて行っ

た。卵期間の温度条件間の比較を， Scheffe の方法で行

った。温度と卵期間の関係から，不偏長軸法（4）によっ

て，卵の発育零点と有効積算温度を求めた。 

 

Ⅲ 結果 

 表１に，各温度条件における卵の孵化率および平均卵

期間を示した。孵化は，15℃～40℃のすべての温度条件

で見られた。しかし，孵化率は 15℃と 40℃では 20℃～

35℃に比べて有意に低かった（χ２検定，p<0.05）。また，

20℃～35℃の孵化率の間には，有意差は見られなかった

（χ２検定，p<0.05）。平均卵期間は，温度の上昇につれ

て 35℃までは短くなったが，40℃では 35℃より長くな

った。したがって，40℃では高温障害が発生していると

考えた。温度間の比較では，統計的な有意差は，15℃～

30℃まではすべての組み合わせで見られたが（Scheffe の
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方法，p<0.05），30℃～40℃ではすべての組み合わせで見

られなかった（同，p>0.05）。卵期間のばらつきは，40℃

以外の温度条件で大きかった。 

 温度 15℃～35℃における，卵期間（D）と卵期間と温

度の積（DT）との関係において，以下の直線回帰式が求

められた。 

DT=12.2D+144.5（r２=0.964，p<0.05） 

 この回帰式から，発育零点は 12.2℃，有効積算温度は

144.5 日度となった。 

 

Ⅳ 考察 

 温度 35℃の条件下では，マツノマダラカミキリ（9），

ツヤハダゴマダラカミキリ（6）では卵が孵化せず，ブド

ウトラカミキリ（2）ではほとんど孵化しない。一方，ク

ビアカの卵は 40℃でも孵化が見られ，35℃では 20℃～

30℃の孵化率と同等であった（表-１）。このことは，ク

ビアカの卵が高温に高い耐性をもつことを示す。一方，

15℃におけるクビアカの孵化率は低かった（表-１）。今

回の実験では卵を湿らせたろ紙上で保護したが，卵にと

っては過湿であった可能性も考えられる。 

 クビアカの卵期間は，25℃で 9～21 日間とばらつきが

大きい（11）。今回の実験でも，40℃以外では卵期間のば

らつきが大きかったが（表-１），この原因は不明である。 

夏季に成虫が出現するカミキリムシ類の卵の発育零点

および有効積算温度として，ゴマダラカミキリで 6.7℃お

よび 184 日度（1），マツノマダラカミキリで 13℃および

65 日度（8），あるいは 12.87℃および 85.4 日度（9），カ

ラフトヒゲナガカミキリで 8.5℃および 115 日度（3），キ

ボシカミキリで 10.76℃および 102.03 日度（10），ブドウ

トラカミキリで 9.7℃および 114.1 日度（2），ツヤハダゴ

マダラカミキリで 11.84℃および 301 日度（積算で 90％

孵化）（4）などの報告がある。クビアカは発育零点およ

び有効積算温度が 12.2℃および 144.5 日度であり，マツ

ノマダラカミキリやツヤハダゴマダラカミキリと同程度

であった。クビアカの自然分布は，亜寒帯から亜熱帯ま

でと広範囲に及ぶが，発育零点や有効積算温度などの地

域変異の解明は今後の課題である。 
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平均±SD** 最小-最大

15 144 8.3a 52.3±5.4a 43-61

20 149 59.7b 19.4±2.2b 11-27

25 151 64.9b 11.2±1.3c 9-19

30 149 61.1b 7.7±2.2d 6-22

35 150 62.7b 6.7±1.4d 5-15

40 139 3.6a 8.8±0.8cd 8-10

温度
（℃）

供試
卵数

孵化率*
（％）

卵期間（日）

*異なるアルファベットはχ２検定（p＜0.05）で有意差がある
ことを示す。

**異なるアルファベットはScheffeの検定（p＜0.05）で有意差
があることを示す。

表-１. クビアカツヤカミキリの卵の孵化率および

卵期間と温度との関係 


